
【堆】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。
【埜】説文解字にはこの字体では不録。「埜」は康煕字典に親
字として「土」の部首に載っているが、「野」の古文としても
載っている。
【堀】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加

された。説文解字の大徐本と段注本では意味はともに「突也」
となっているが字体が異なる。大徐本には段注本と似た字体
の例が載っているが、意味は「兔堀也」とされており別の字
種。

埴
堆
堂

埜
野

𡌛

培
埠
堀

ショク
はに

タイ
ツイ
うずたかい

ドウ
トウ
たかどの

ヤ
の

ヤ
の

バイ
つちかう

フ
はとば
つか

クツ
コツ
ほり
あな
ほる

人①

常①

教 5常①

人①

教 2乗①

③

常①

①

常①

埴埴

堆堆

堂

野

培培

玉泉帖

関戸本朗詠

関戸本朗詠

節用

四季往来

再板農業全書

土 8 / 古文

里 4

古文

土 8

坊っちやん 明治の漢字〈許容〉

陸軍〈古字〉

○

中・台・香

中国・台湾香港

甲骨 大克鼎

郭店楚簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

戦国金文

説文・里部

説文古文

説文不録

説文・土部

馬王堆

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

居延漢簡

武威漢簡

曹全碑

白石神君碑

淳化閣帖 集字聖教序 司馬顕姿墓誌 破邪論序

古文尚書⑤

道因法師碑

五経・土部

王勃詩序

伝空海急就章

堀

堀

埠埠
土 8 中国・台湾香港説文不録

上宮聖徳

藤原師輔 算法地方大成

節用

土 8 坊っちやん 説文・土部 中国・台湾

香港

説文・土部

段注・土部

聾瞽指歸

元暦萬葉①

玉泉帖

藤原行成

藤原行成

節用

商売往来

五穀無尽蔵

節用

土 8

土 8

土 8

古文

古文

坊っちやん

こころ

陸軍〈古字〉

中国・台湾香港

中国・台湾香港

中・台・香戦国金文

兆域圖銅版

信陽楚簡

九店楚簡

睡虎地秦簡

説文・土部

説文不録

説文・土部

説文古文

説文籀文

馬王堆 馬王堆

敦煌漢簡

馬王堆

居延漢簡 西嶽崋山廟碑

石門頌

禮器碑

十七帖 興福寺断比

丘哲墓誌

元緒墓誌

曹望憘等造像記

南石窟寺碑

孟法師碑

劉碑造像記

五経・土部

杜家立成

琱玉集

172 173

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【土】埴
8
堆

8
堂

8
埜

8
培

8
埠

8
堀

8

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



干禄字書に3例、五経文字に2例、合計で5例の似た字体が示
されており、音の違いが説明されている。音が異なるのであ
れば異体字ではなく、別字種である。説文の字体に合致する
のは長音の「場」である。

【堪】旁の「匹」をくずすと「正」の草書と字体が衝突する。
字体衝突した草書からくずす前の字をたどり間違えると異体
字ができる。そうしてできた異体字が参考にあげた魏の正始
石経か。
【堅】康煕字典の土部の8画に集録されている。どう数えても

9画なのに。
【堺】説文解字の大徐本と段注本は字体が異なる。「堺」「界」
「畍」は元々は異体字。中国では「界」を使う。
【場】説文解字の大徐本と段注本で字体が微妙に異なる。篆書
から隷書になる過程で「日」の最終画が省略されたらしい。

堰
堪

堅

堺
界

畍

場
塲

エン
せき
いせき
せく

カン
たえる

ケン
かたい

カイ
さかい

カイ
さかい

カイ
さかい

ジョウ
ば

ジョウ
ば

人①

常①

常①

人①

教 3常①

②

教 2常①

②

堰堰堰

堪

堪堪

坚

堅

堅

界

界

元暦萬葉④

元暦萬葉④

藤原敏行

関戸本朗詠

元暦萬葉⑨ 平安・粘葉本朗詠

農家用文章大全

心学心得艸

算法地方大成

節用

宝抓取 江戸・日本永代蔵

土 8

土 9

田 4

田 4

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

教科書〈俗〉

教科書〈俗〉

中国

香港

台湾

中国

台湾・香港

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文・臤部

説文・田部

段注・田部

馬王堆

居延漢簡

敦煌漢簡

馬王堆

居延漢簡

居延漢簡

漢・居延漢簡

西狹頌

禮器碑陰

白石神君碑

智永千字文 智永・関中

智永・谷氏

集字聖教序

張猛龍碑

牛橛造像記

維摩経碑

等慈寺碑

伊闕仏龕碑癌秘

等慈寺碑

道因法師碑

五経・序

五経・田部

法華義疏

王勃詩序

琱玉集

法華義疏

聖武天皇雑集

琱玉集

奈良・琱玉集

场

場
関戸本朗詠

粘葉本朗詠

算法地方大成

節用

旅行用心集

土 9

土 11

坊っちやん

坊っちやん

坊っちやん

こころ

陸軍

明治の漢字 中国

台湾・香港

包山楚簡 説文・土部

段注・土部

西嶽崋山廟碑

桐柏廟碑

智永千字文 敬史君碑

元維墓誌

劉碑造像記

金光明経②

等慈寺碑

道因法師碑

干禄・音長

干禄・音傷

干禄・音尚

五経・土部・音長

五経・土部・音易

法華義疏

聖武天皇雑集

王勃詩序

最澄

粘葉本朗詠

節用

節用

庭訓往来

土 9

土 9 坊っちやん

坊っちやん

魏・正始石経

中国台湾 香港

中国

香港台湾

睡虎地秦簡

説文不録

説文・土部 居延漢簡 熹平石経 澄清堂帖 王献之 呉瑱墓誌 聖武天皇雑集

杜家立成
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【土】堰
9
堪

9
堅

9
堺

9
場

9

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



説文解字の大徐本と段注本の字体が微妙に異なる。
【塀】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加
された。国字とする字書と、国字としない字書がある。

【塚】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加
された。元々は「土」のない字だったらしい。説文に従えば
「冖」ではなく「勹」に従う字。元暦萬葉⑨で「家」のような
字を書いている。
【堤】説文解字には「堤」は「滯也」、「隄」は「唐也」とあり

別字種として扱っている。干禄字書では「隄」を〈正〉、「堤」
を〈俗〉とする。明治の漢字では「隄」を〈正〉、「堤」を〈許
容〉とするが、陸軍では反対に「堤」を〈正〉、「隄」を〈通〉
とする。
【堵】JIS2004で例示字体が「堵」から「堵」に変更された。

③

堕
墮

塚
塚

堤
隄

堵
堵

塔
塀
塀

ダ
おちる

チョウ
つか

テイ
つつみ

ト
かき

トウ

ヘイ

常①

②

常①

③

常①

③

人①

常①

常①国

堕

冢

冢

冢

堤

元暦萬葉⑨

久松切琱玉集

琱玉集

節用

節用

百姓往来

土 10

土 9

阜 9

康煕古文

坊っちやん

教科書〈異字〉

明治の漢字〈許〉

陸軍〈正〉

明治の漢字〈正〉

陸軍〈通〉

干禄〈俗〉

中国

香港

台湾

中・台・香

金文 睡虎地秦簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文・勹部

説文・土部

説文・𨸏部

馬王堆

馬王堆

馬王堆

史晨後碑 李璧墓誌

刁遵墓誌

穆容墓誌

李超墓誌

漢書蕭望之伝

史記残巻

泉男生墓誌

道因法師碑

干禄字書

干禄字書

干禄字書

伝空海急就章

関戸本朗詠

粘葉本朗詠王勃詩序

元暦萬葉① 節用 土 12

同堕

坊っちやん 上代・法華義疏 中・台・香侯馬盟書 説文・𨸏部

説文篆文

馬王堆 閣頌

魏・孔羨碑

元頊墓誌

劉碑造像記 泉男生墓誌

金光明経② 五経・𨸏部 聖武天皇雑集

琱玉集

塔

塔

堵

堵
元暦萬葉①

元暦萬葉⑦

庭訓往来

節用

節用

土 9

土 10

国字

坊っちやん

坊っちやん

こころ

中国・台湾

香港

中国・香港

台湾

金文

金文 子弾庫楚帛

睡虎地秦簡 説文・土部 段注・土部

説文籀文 段注籀文

新附・土部

国字

馬王堆

馬王堆

敬史君碑 漢書王莽伝残巻

等慈寺碑 道因法師碑

五経・土部

法華義疏
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音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【土】堕
9
塚

9
堤

9
堵

9
塔

9
塀

9

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【報】説文解字の大徐本と段注本で字体が異なる。金文と見比
べると大徐本と合致しているようだ。
【塁】同じ部品が3つあるものは下の2つを点4つに略すこと
がある。
【塩】別体／許容は明治の漢字、國定教科書、陸軍にも掲載さ

れている。
【塊】説文解字の大徐本が或体としている字体を段注本では
俗字にしている。
【塞】2010年（平成22年）に常用漢字表に追加された。甲骨、金
文には「土」がない。

常①

報

塁
壘

塩
鹽

𦣪

塊

塞

塑

ホウ
むくいる
しらせる

ルイ
とりで
かさねる

エン
アン
しお

カイ
かたまり
つちくれ

サイ
ソク
ふさぐ
ふさがる

ソ
でく

教 5常①

常①

人②

教 4常①

②

④

常①

常①

垒

壘

盐

鹽

鹽

报

報

報

元暦萬葉②

粘葉本朗詠

元暦萬葉②

開化一寸用文

書札重宝記

節用

日本居家秘用

日本居家秘用

再板農業全書

土 9

土 14

鹵 13

坊っちやん

坊っちやん

こころ

明治の漢字

陸軍

漢字要覧

明治の漢字

許容体

標準体

×

五経〈訛〉

干禄〈通〉

中国

台湾

香港

中国

台湾・香港

中国

台湾

香港

甲骨 令𣪘 里耶秦簡

睡虎地秦簡

戦国・金文

包山楚簡

睡虎地秦簡

戦国・金文

包山楚簡

説文・幸部

段注・幸部

説文・土部

説文・鹽部

段注・鹽部

馬王堆

居延漢簡

銀雀山竹簡

武威漢簡

居延漢簡

居延漢簡

禮器碑

西嶽崋山廟碑

桐柏廟碑

曹全碑

初月帖

十七帖

孔侍中帖

淳化閣帖

元顕儁墓誌

元演墓誌

元欽墓誌

元徽墓誌

元虔墓誌

化度寺碑

皇甫誕碑

昭仁寺碑

五経・鹵部

干禄字書

杜家立成

聾瞽指歸

性霊集

聖武天皇雑集

東大寺献物帳

篆隷萬象名義

块

塊 塊
伝菅原道真 節用

再板農業全書

土 10 坊っちやん 中国

中国 台湾・香港

説文・土部

説文或体

段注俗字居延漢簡

武威漢簡

伊闕仏龕碑 五経・土部

五経・土部

聖武天皇雑集

伝嵯峨天皇

塞

塞

塑塑
土 10 中国香港説文不録

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

節用 土 10 坊っちやん 陸軍

陸軍

中国・台湾

香港

甲骨 金文 睡虎地秦簡 説文・土部 居延漢簡

馬王堆

馬王堆

銀雀山竹簡

曹全碑陰

智永千字文 姨母帖 高貞碑 永泰公主墓誌 王勃詩序九経・宀部〈説文〉

九経〈隷省〉

178 179

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【土】報
9
塁

9
塩
10
塊
10
塞
10

塑
10

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【填・填】JISの第一水準にあるのは「填」だが、2010年の新
常用漢字に採用されたのは JIS第三水準の「塡」。「填」は常用
漢字の許容字体になっている。「塡」は2010年（平成22年）に人
名用漢字から常用漢字表に追加された。
【塙】説文解字の大徐本と段注本の字体の下の「口」の字体が

異なる。
【塾】1981年（昭和56年）に当用漢字表外から常用漢字表に追加
された。
【塵】楷書ではどこを伸ばすのかのバリエーションが多い。中
国は康煕古文3の字体を採用している。

填
塡
塗

塘
塙
墓

境
塾
塵

テン
ふさぐ
ふさがる
うずめる
うずまる
はめる

テン
ふさぐ
ふさがる
うずめる
うずまる
はめる

ト
ぬる
どろ・まみ
れる・まぶ
す・みち

トウ
つつみ

カク
コウ
かたい
はなわ

ボ
はか

キョウ
ケイ
さかい

ジュク

ジン
ちり

①

常③

常①

①

人①

教 5常①

教 5常①

常①

①

境

填填

塙塙

填填

塘塘

涂

墓

墓

元暦萬葉①

元暦萬葉⑨

屏風土台

元暦萬葉②

元暦萬葉④

粘葉本朗詠 平安・白紙詩巻

節用

節用

家道訓

節用

算法地方大成

土 10

土 10

土 10

土 10

土 11

土 11

こころ

坊っちやん

坊っちやん ○

中国香港

中国香港

中・台・香

中国・台湾香港

中国
台湾香港

中国・香港

台湾

中国

包山楚簡 包山楚簡 包山楚簡

説文・土部

新附・土部

新附・土部

説文・土部 段注・土部

説文・土部

新附・土部

居延漢簡

銀雀山竹簡 漢・馬王堆

馬王堆

史晨後碑

郭有道碑

樊敏碑

淳化閣帖

孝女曹娥碑

集字聖教序

集字聖教序

牛橛造像記

元譿墓誌

元珍墓誌

牛橛造像記

等慈寺碑

伊闕仏龕碑

九成宮

雁塔聖教序

泉男生墓誌

温彦博碑

五経・土部

王勃詩序

空海請来目録

王勃詩序

王勃詩序

杜家立成

王勃詩序

塾塾
節用 土 11 中国香港新附・土部 元華光墓誌 伝空海

尘

塵

塵
屏風土台

墨流本朗詠

再板農業全書

謹身往来

土 11

康煕古文 1

康煕古文 2

康煕古文 3

こころ 中国

香港

台湾

説文・麤部

説文籀文

馬王堆

敦煌漢簡

桐柏廟碑 集字聖教序

元悌墓誌

元洛神墓誌

南石窟寺碑 雁塔聖教序

道因法師碑

道因法師碑

五経・鹿部

王勃詩序

聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

180 181

音訓親字 説文解字
秦篆 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
こころ

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考甲骨文・金文・古文・篆書

（殷・西周・春秋・戦国・秦）
隷書

（前漢・後漢）

【土】填
10
塡
10
塗
10
塘
10
塙
10
墓
10
境
11
塾
11
塵
11

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


